
　

」
十

　　　　　　　　　

・

　　

．’

・ー
・
ｉ

　

大
学
な
ど
の
高
等
教
育
の
負
担
軽
減
に
つ

　　

い
て、
授
業
料
を
「
出
世
払
い
」
に
す
る
制

　　

度
の
検
討
が
自
民
党
内
で
始
ま
っ
た
。
こ
の

　　

方
式
を
考
案
し
、
世
界
に
先
駆
け
て
導
入
し

　　

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
学
者
は
、
制
度

　　

案
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

　

・

（
聞
き
手

　

服
部
真
）

編
集
委
員
が

■
低
収
入
な
ら
返
済
ゼ
ロ

　

十
十
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大

学
の
授
業
料
は
「
出
世
払
い
型
」

だ
と
聞
く
が
、
ど
ん
な
仕
組
み

な
の
か
。

　

「
貸
与
型
の
奨
学
金
や
教
育

ロ
ー
ン
な
ど
の
銀
行
型
ロ
ー
ン

で
は
、
返
済
期
間
を
１５
年
、
幼

年
な
ど
と
決
め
、
そ
の
間
、
決

め
ら
れ
た
月
額
を
こ
つ
こ
つ
と

返
す
。
こ
の
仕
組
み
で
は
、
低

収
入
だ
と
返
済
が
苦
し
く
、
収

入
を
上
回
る
額
を
返
済
に
あ
て

る
こ
と
も
あ
る
。
デ
フ
ォ
ル
ト

　

（
債
務
不
履
行
）
に
な
る
恐
れ

も
あ
る
」

　

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
『
高

等
教
育
拠
出
金
制
度
』
（
Ｈ
Ｅ

Ｃ
Ｓ
１１
ヘ
ッ
ク
ス
）
回
は
、
大

学
卒
業
後、
収
入
に
応
じ
て
返

済
す
る
仕
組
み
だ
。
制
度
を
利

用
す
れ
ば
、
入
学
時
に
金
銭
の

支
払
い
は
全
く
必
要
な
く
、
卒

業
後
に
返
済
に
苦
し
む
こ
と
も

な
い
。
返
済
期
間
を
決
め
な
い

た
め
、
２
、．
３
年
で
返
す
人
も

い
れ
ば
、
１０
年
以
上
か
か
る
人

も
い
る
。
大
半
は
１５
年
以
内
に

返
済
を
終
え
る
」

　

，
「
学
生
は
授
業
料
相
当
額
を

借
り、
大
学
卒
業
後、
収
入
が

基
準
額
を
超
え
る
と
、
最
初
は

十
収
入
の
４
％
分
を
、
収
入
が
増

　　　　　　合
　
　
　
　

　　

１
一一

　　　　
　
　
　　払　料業授

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　　　　　　　

　き誉鞭；陸圃臓蝋臨機鎚繋ぎ．・

　　　　

備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ゴー．～

　　　

，

　　

高等教育拠出金制度（ＨＥＣＳ） ，

　

”，三

　　　

１９８９年 オーストラリアで制

　

◆’ メヒデ
度化された所得連動返済型ローンの

　

・，；玄 ・
こと。 高等教育拡充の財源確保のた

　

，．
乍謬マ◆

め、 当時無償だった大学に授業料を

　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　

ゴ国．・◆導入する際、低所得層を念頭に導入

　

、．
された。収入が基準額を超えなけれ

　

．絢譲キー．

　　　　　　　　　　　　　

．
袈 喪
・二．；．ば返済不要の「あるとき払い」のた

め、学生の抗議行動も短期間で終息

　　

，ゞ盤部”も…
し・．政策提言提出から１８か月で法制」 賜謙二

．

化したｏその後・ニュージーランド、 ， 津ｂ二
イギリス，（イングランド）、ノ・ンガリ

　

．・雷脳
」、 韓国、 タイな

　

”で

償
化
員
撞
の

　

日・本版ヘックス

　

正式名称は

　

．・

　　

「卒業後拠出金制度」。 オース
トラリアのＨＢＣＳを参考にしたも

　

，
ので、先の衆院選で自民党が公約。
党内で検討中の案によると、国立大

　

，
学授業料（約５４万円）の相当額と入

　

・
学金 （約２８万円） を、 政府が利用者

　

，、．
本人の代わりに大学などに「授業料

　

，
分補助」として直接給付。利用者は

　

、就職後、所得に応じた額を返済する。
返済開始年収は①２５０万円（大卒、

不
灘
ｍ
病
気
・４漕
醜
ス
穿
に
備
え
る
撞
無
償
化
員
撞
の
逆
進
性
が
問
題

｝
≧

　

．
；
」
霜
二
“

き
三小
ムメ
ミ
ドギ
メ
ｒ
途憲
三
二
三
三
三
三
，
．
一
三
．

・≧

　　　

”

　

，

　

．

二
ゞ

　　

．

≦

　

≧

＊

　　

．
≦

　

，；コ

　

・
二

　

、

　

，◆
二
，

　　　　

，

などの案が例示されている。標準的．
な正規雇用の場合、約２０年で返済が

　

，

爺大学授業料の「出世払い」制度
（日本版ヘックス）のイメージ

一

　　　　　　　　

．

府
為　
　

　
　
　　
　
　　
　
　　　　　

　　　　　

め
し
化
イ
」
．

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

歳
代
で
学
び
直
す
に
は
う
ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
く
だ
ろ
う
。
定
年
退
職
が
、

　
　　　
　
　

　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

定
す
る
な
ら
検
討
が
必
要
だ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０
．
低
収
入
で
返
済
し
な
い
ケ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
ー
学
び
直
し
で
問
題
に
な

　

「
リ・
、
で
業
（
の
肋
後
開
卒
な
得
の
規
す

　

る
の
が
、
制
度
の
対
象
と
な
る

ー回－
杉
岬
納
鞭
総
臥
編
細
繊
鰍
榊
獅
肥
凝
痢
大学などの質だ。

え
る
に
つ
れ
て
最
高
８
％
を
、

　　　　　　　

，

　

．－自民党で検討開始
乳胤竜沖空輝猿肌繍発別湘
鞭勘％靭蝋鞭訓籾瞳響繍織
鵜融鞭歌い物塙精糖ー辱暇唖

給
与
天
引
き
で
返
し
て
い
く
。

借
り
入
れ
の
平
均
は
、
総
額
約

　

１
１
日
本
で
も
自
民
党
で

　

不
況
で
ま
と
も
な
仕
事
に
就
け

　

料
を
全
額
払
っ
た
の
に
、
結
果

　

る
」

２
万
５
０
０
０
豪
が
（
約
２
１

「
日
本
版
ヘ
ッ
ク
ス
」
回
の
検

　

な
い
と
か
、
病
気
で
無
収
入
に

　

と
し
て
そ
の
恩
恵
を
生
涯
受
け

　　　

低
所
得
層
へ
の
支
援
は

９
万
円
）
。
返
済
が
始
ま
る
年

　

討
が
始
ま
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

　

な
る
と
か
、
先
々
で
何
が
起
き

　

ら
れ
な
い
よ
う
な
教
育
だ
っ
た

　

何
を
す
る
べ
き
か
。
無
償
化
で

収
の
基
準
額
は
毎
年
見
直
さ

　

リ
ア
と
同
様
に
世
帯
所
得
の
制

　

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、・
ヘ
ッ
ク

と
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
不
公
正

　

は
い
け
な
い
の
か
。

れ
、
現
在
は
年
収
約
５
万
５
０

　

限
が
な
く
、．
全
員
適
用
が
原
則

　

ス
な
ら
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
備

　

で
不
公
平
で
は
な
い
か
」
－

　　　

「
制
度
案
で
は
、
日
本
版
へ

０
０
豪
が
（
約
４
８
０
万
円
）

だ
が
、
裕
福
な
学
生
も
恩
恵
を

　

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ｏ
普

　　

「
制
度
の
利
用
は
強
制
で
は

　

ツ
ク
ス
で
授
業
料
を
、
奨
学
金

だ
」

　　　

，

　　

．

　　

受
け
ら
れ
る
の
は
不
公
平
だ
と

　

通
の
ロ
ー
ン
な
ら
返
済
を
待
っ

　

な
い
。
余
裕
が
あ
れ
ば
授
業
料

　

で
生
活
費
を
ま
か
な
う
設
計
だ

ー
ー
収
入
が
墓
準
額
を
超
え

　

の
批
判
が
あ
る
。
日
本
に
は
既

　

て
く
れ
な
い
」

　　　　　　

を
払
え
ば
い
い
し
、
オ
ー
ス
ト

　

が
、
こ
れ
は
良
い
提
案
だ
。
ミ

な
い
と
ど
う
な
る
の
か
。

　　

に
、
低
所
得
世
帯
対
象
の
所
得

　　

ー
ー
社
会
保
険
と
し
て
考
え
．
ラ
リ
ア
で
は
２
割
前
後
が
前
納
．
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
（
所
得
・
資
産

　

「
い
っ
さ
い
返
済
す
る
必
要

　

連
動
返
済
型
奨
学
金
が
あ
り
へ

　

る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
か
。
だ

　

し
て
い
る
。
裕
福
な
世
帯
で
は
、

審
査
）
を
し
た
上
で
経
済
支
援

は
な
い
。
だ
か
ら
、
全
く
返
済

　

そ
れ
で
十
分
で
は
な
い
か
。

　

か
ら
、
支
え
合
い
の
規
模
は
大

　

教
育
は
親
の
責
任
で
あ
り
、
子

　

す
る
方
法
も
あ
る
」

せ
ず
に
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

「
そ
れ
こ
そ
が
最
も
誤
解
さ
．
き
い
方
が
い
い
と
。
・
．

　　　

ど
も
に
借
金
を
背
負
わ
せ
た
く

　

「
大
学
に
進
学
す
る
の
は
比

大
卒
初
任
給
は
５
万
豪
が
台

　

れ
て
い
る
点
だ
。
今
は
裕
福
で

　　

「
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
。
そ

　

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め

　

較
的
裕
福
な
学
生
が
多
い
が
、

で
、
半
数
は
基
準
額
を
超
え
る
」

も
、
将
来
、
貧
し
く
な
る
か
も

も
そ
も
国
民
の
リ
ス
ク
を
引
き

　

だ
。
こ
の
傾
向
は
日
本
で
は
さ

　

無
償
化
す
る
場
合
、
低
所
得
者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

も
含
む
全
て
の
納
税
者
で
負
担

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

す
る
こ
と
に
な
り
、

負
担
の
逆

ォ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
国
立
大
教
授

ブ

ル

ー

ス
・
チ
ャ
ッ
ブ

マ

ン
氏

　

６

　

６

　

進
性
が
問
題
に
な
るＬ

懸

　

Ｂ℃ｕｃｅ

　

ＣｈａＰｍａｎ

　

オ ー ス トラ リ ア・

国立大卒、エール大大学院修了・ｏ

　

経済
学博ゴ：。１９８９‘手に１豪州・Ｔで、導入された「言高・

等教育拠出金制度」 （ＨＢＣＳ） を設
計。専門は教育経済学、公共政策論。

　　　　　　　　　　

」ｔ

鰹
学
び
直
し

　　　

１
１
日
本
で
は
人
生
１
０
０

，

　

年
時
代
で
の
学
び
直
し
を
念
頭

跡

　

に
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

返

　　　

「
働
き
盛
り
の
鴻
歳
代
、
４０

で

　　

歳
代
で
学
び
直
す
に
は
う
ま
く

岬

　

い
く
だ
ろ
う
。
定
年
退
職
が
近

２

　　

づ
い
て
か
ら
の
学
び
直
し
を
想

約・

　

定
す
る
な
ら
検
討
が
必
要
だ
。

合
０
．
低
収
入
で
返
済
し
な
い
ケ
ー
ス

の
識
が
増
え
る
か
ら
だ」

　　　

ー
ー
学
び
直
し
で
問
題
に
な

　

「
こ
の
制
度
自
体
が
質
を
確

保
す
る
た
め
の
強
力
な
手
段
に

な
る
。
日
本
は
私
学
の
規
模
が

極
め
て
大
き
い
た
め
、
政
府
は

教
育
の
質
に
目
を
光
ら
せ
、
対

象
と
す
る
大
学
な
ど
を
慎
重
に

選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

低
水
準
の
大
学
を
含
め
る
と
一

定
の
教
育
効
果
が
得
ら
れ
ず
、

結
果
と
し
て
高
く
つ
く
」

　

「
制
度
設
計
が
適
切
な
ら
返

済
の
不
安
が
な
く
な
り、
消
費

が
冷
え
込
む
こ
と
も
な
い
。
債

務
不
履
行
が
な
い
か
ら
信
用
情

報
も
傷
つ
か
な
い
。
日
本
の
制

度
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
的

な
経
験
や
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

う
ま
く
設
計
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
な
ら
で
は
の
ニ
ー
ズ
も
あ

り、
細
部
の
設
計
が
重
要
だ
」

コスト負担も議論を

　

日
本
で
奨
学
金
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

親
の
支
援
だ
け
で
は
大
学
に
行
け
な
い
若
者
た
ち

が
、
奨
学
金
を
た
く
さ
ん
借
り
た
も
の
の
、
ま
と

も
な
仕
事
に
就
け
ず
、
返
済
の
負
担
が
限
度
を
超・

え
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

負
担
軽
減
を
最
優
先
に
し
た
こ
の
制
度
が
、
解

決
策
と
し
て
検
討
さ
れ
る
の
は
当
然
の
流
れ
だ
ろ

う
。
た
だ
、
裕
福
な
家
庭
の
学
生
た
ち
を
含
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
議
論
が
必
要
だ
。

　
　
　
　

　　　　　　　

（
服
部
）

＋


